
三重大学地域戦略センターの活動 （実施例③） 

出典： 文部科学省HP 第3期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方に関する検討会（第3回） 配付資料 鈴木委員（三重県知事）から抜粋 



三重大学の目標 三重から世界へ 地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す。 
～人と自然の調和・共生の中で～ 

社会貢献の目的 教育と研究を通じて地域作りや地域発展に寄与するとともに、地域社会との双方向の連
携を推進する。 

社会連携研究センター 

（平成16年度設立） 

三重大学の産学連携活動の企画・運
営、知財管理を行う中核機関 

地域イノベーション学研究科 

(平成21年度設立) 

産業界・自治体と連携した人材育成と
技術開発に特化した大学院 

地域戦略センター(RASC) 

（平成24年度設立） 

地域自治体への政策提言と地域活性
化プロジェクトの実行組織 

産学官連携の三重大学モデル 



三重大学の社会連携（産学官連携）の考え方 

1. 三重大学には、三重地域圏の「知の拠点」として機能する使命がある。このため、
「社会連携部門」を教育・研究部門と対等な学内組織とし、大学知財の社会還
元推進の司令塔と位置付ける。 

  ○三重大学での取り組み 

  ・産学連携による教育研究に特化した「地域イノベーション学研究科」を設置した。（平成21年） 

  ・大学が地域貢献するためのシンクタンクとして「地域戦略センター」を設置した。（平成23年） 

２．三重大学としての社会連携の目的を明確にし、地域社会と共有させる。 

  ○三重大学での取り組み 

  ・産学連携の目的を「地域産業の成長を支援することで地域と共に発展する」と明確化している。 

  ・地域産業界の重鎮が「客員教授」として大学教育・組織改革に参画している。 

  ・地域行政機関と協働できる体制を整えている。 

３．地域で活動する人々が分け隔てなく集まり、協働作業ができる「地域のたまり
場」として機能できる唯一の機関は「地方大学」である。 



三重大学が存在し続けるために 

○三重大学の産学連携活動に関する基本的な考え方 
日本は中央集権の行政システムで国力を高めてきたため、地方自治体の職務には国の事務を代行する機関委任

事務の比重が大きく､各自治体は事務執行の能力は高いが、地域特性に合わせた施策を単独で立案・推進する力
は十分とは言えない。この状況は三重県及び県内の市町でも生じており、地域社会が成長期から成熟社会に移行
し、各自治体に対して地域再生に向けた独自施策を講じることが期待される段階に至って、「地域特性を生かした成
長を牽引する有効な施策」が打ち出せないジレンマに陥っている。一方で国立大学は、運営費交付金を継続して削
減されており、三重大学のような地方大学には「存続する意義」を明確にすることが求められている。 

三重大学は、以上の背景と認識に立ち社会連携体制の整備と強化を行ってきた。即ち、県内唯一の国立大学で
ある三重大学には、地域を熟知する総合大学として「地域が抱える根源的な課題を自治体、産業界と共に解決する
総合シンクタンク」として機能することが求められており、「地域を再生させる原動力」として機能する義務がある。こ
のような認識に立ち本学は、今の時代に必要とされる「地方国立大学が果たすべき役割」を具現化するための体制
整備を行い、「地域の課題解決のための政策提言と政策実現のための施策（地域活性化プロジェクト）を本学が総力
を挙げて取り組む仕組み（地域課題解決の三重方式）」を起動させ、一定の効果と実績を上げてきた。 

「学内社会連携体制の強化」＋「全学体制で社会連携に取り組む仕組みの構築」 
社会連携部門と５学部６研究科が地域企業との共同研究・受託研究で有機的に連動できる仕組みの構築 

「三重県と政策連動した社会連携（産学官連携）の強化」 
地域自治体の産業振興政策と有効に連動する産学連携が実施できる仕組みの構築 

「地域イノベーション大学」という新しい大学像への変革 



産業界 産 

学 

官 

民 

三重県・市町 

 
 
 

三重大学 
新しいコンセプトの国立大
学として「地域イノベー
ションの誘発に特化した
大学」を創造する 

集い、共に考える 

地域に根差し世界規
模で活躍する人財 

地域から世界に展
開する技術・製品 

巣立つ 

大学間連携による世界との交流 
（国際共同研究・教員交換など） 

地域社会 

地域発イノベーション 

巣立つ 誘発 

地域イノベーション大学としての機能強化 
（平成28年からの第3期中） 

「地域イノベーション大学」という新しい大学像への変革 

研究成果を地域イノベーション
に繋がる技術・製品に変換 

県内の大学・
研究所 

集い、共に考える 

地域イノベーション学研究科（平成21年度設置） 

産業界・自治体と連携した人材育成と技術開発に特化した大学院 

地域戦略センター （RASC）（平成23年度設置） 

地域自治体への政策提言と地域活性化プロジェクトの実行組織 

社会連携研究センター（平成21年度設置） 

三重大学の産学連携活動の企画・運営、知財管理を行う中核機関 

三重大学の目標 三重から世界へ 地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな

教育・研究成果を生み出す。 ～人と自然の調和・共生の中で～ 

産学官連携体制整備の経緯と現状 

三重大学

人文学部・人文社会科学研究科

教育学部・教育学研究科

医学部・医学系研究科

工学部・工学研究科

生物資源学部・生物資源学研究科

地域イノベーション学研究科

事務局

理事・副学長
（研究・情報担当）

地域活性化の施策
（プロジェクトＡ）

連携関係の強化

地域を志向した
研究・教育の充実

地域全体の活性化

政策提言

学長

地域戦略センター

社会連携研究センター 地域活性化の施策
（プロジェクトB）

地域活性化の施策
（プロジェクトC）

教員
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三重県内の市町
予算化
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成果の提供

学生

連携

連携

地方国立大学の産学官連携活動でNo.1の実績 

「産学官連携の三重モデル」 

（平成26年度現在） 

三重大学が存在し続けるための機能強化と特化 


